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.AStudyonOutdoorEducationinJapan
HOSHINOToshio
Thepurposeofthisstudywastodiscusstheeffectofoutdooreducationandnewmethodoninstruc一
don.ThetraditionalOutdoorActivitiesthathadbeenconductedinJapanhasbeenchangingrecently.
.
.
Inrecentattempts,curios董ties,inIeres捻a廟dtheindependenceoftheparticipantsarebe董ngg三venmore
emphasisandchaosingamongtwoormoreactivitiesisbeingmadepossible.
Inadditiontotheregu重arcampingactivit量essuchasoutdoor1うce-cooking,d董tubing,orienteeringand
camp血res,newoutdoorsportsactivitieslikeridingmountainbikes,canoeingandparaglidinghavebeen
introducedandarebecomingmorepopular.膠
Moreover,notonlyconduc吐ingphysicalac櫨vitiesbutalsoactivitiesfocusedonthe且ocalcommunity
andculture,suchasconductinglocalresearchonthelocalhistory,etc.experlenc量刑gtheloca亘culture,
volunteerservicesbenefitingthelocality,andliteraryac廿vitieshavebeenincorporatedintheseactivities.
TherecenttrendsinOutdoorActivitiescanbesummarizedasatraps董tioninfocusfrom"nixedformsto
Non-fixedforms"orfrom"Schao量campingactivitiesandeventssryie"to"OutdoorEduca重ionstyle".A
rnethadoninstructionisalsochanged.
Thisisasabbaticalreportofthecurrentsituationofandtasks[acingoutdooreduca{ioninJapan.
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我が国における野外教育に関する研究
星 野 敏 男
は じめに
藍999年度の特別研究では,筑波大学(飯田稔教授 野外運動研究室)において我が国の野外教育の
現状について,さまざまな観点から研究 を進めさせていただいた。それ らの中から,本報告書では,こ
こ数年の野外教育にかかわる実証研究から明 らかになった野外教育の教育効果,な らびに近年我が国
の野外教育現場で数多く用いられている指導法,特 に 「体験学習法」とよばれている指導法について
の研究結果について報告する。また,野外教育の必要性が問われている時代背景についても若干の考
察 を加 えた。
1野 外教育の教育的効果について
主に青少年を対象 とした野外教育の教育効果に関する研究では,こ'れまで,我が国で行われている
キャンプを中心とした自然体験活動の中で,1980年代頃よりさまざまな視点か ら多 くの研究が行われ,
得 られたデータを統計的な処理を行うことで,徐々にではあるがその効果が実証され始めている。最
も多 く用いられている研究手法は,さまざまなキャンプにおける主に参加者個人の自己概念(達成動
機 努力主義 自信 と自己受容 他者のまなざしの4因 子)の得点変化や有能感,効 力感,他 者受容
感,凝 集性,SelfControl自然 意識な どのキ ャンプ前後の変化 牽数量化 し統計処理 する ことによ り個
人の変化を客観的に評価 していく手法である。これ らの実証研究の結果,野外教育の教育効果として,
これまで明らかにされた ものとしては,以 下の事柄の向上をあげることができる。
(1)達 成動機の向上
(2)有 能感の向上
(3)自 律心の向上
(4)他 者受容感 ・凝集性の向上
(5)自 己決定感の向上
(6)自 然意識 ・感性 の向上
達成動機 とは,困 難に対 してみずが らすすんで挑戦する意欲のことで,一般には 「やる気」や 「意
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欲」な どと呼 ばれる。有能感 とは,成功経験 を持つ ことによって得 られる 「自分は,○○ができる」と
いう感覚や気持ちを指す。他者受容感とは,自分と違う他人を受け入れる気持,相手を仲間と認める
気持ちを指し,集団の中での凝集性(集 団のまとまり度合)や仲間意識と深い関連を持つ。
自律心 とは,自 然の中での集団生活で 自分の感情 や行動,態 度 をどうコン トロール しているか につ
いて得点 としてあ らわ したもであ り,い わゆる 「我慢 と責任感」の ことであ る。自己決定感 は,自 然
の中での生活でどの程度ものごとを自主的に判断 しているかを得点化したものである。また,自然意
識や感性の向上については,自然についての知的側面や情動的側面の両面にわたる変化を測定 して得
られた結果である。このように,キャンプなどでの 自然の中での生活体験は青少年にとって多 くの教
育効果があることが実証されている。
確かに,我が国で行われている自然体験活動では,多くの場合,それに参加する青少年に対して,さ
まざまな不安や困難な状況をプログラムとして提供する場合が見られ,参撫者がこれらの不安を克服
したり,また,困難な状況下で成功体験をしていくことで,さまざまな側面から自己概念の向上が認
められるのであろう。特に,1週間から2週間程度の比較的長期の自然体験が盛んに行われるように
重
な った今 日では,親 や家庭 を離れて,仲 間 と集 団で生活を送るため,個 人の欲求を抑え,仲 間と協力
することや役割分担としての仕事を責任持って遂行するなど,自律心や自己決定感,他者受容感の向
上により効果が現れやすいのではないかと思われる。
しかしながら,なぜこのような自然体験活動が青少年の自己概念を中心とした向上に教育効果が現
れるのか,どめような要因がその個人の成長に影響を及ぼしているのかなど,いわゆる要因分析につ
いては,参加する個人の内面に深 く関わる事項であるため,実証的にあきらにすることが困難であり,
経験則として語られているだけで詳細なデータは未だ得られていない。
経験則として語られている効果要因として,多くの研究者が挙げているのもには,以下のようなも
のが ある。
1)グループで何かを成し遂げたり,解決したりする場面があること
2)苦しいことや大変なことに自分でチャレンジして成功する場面があること
3)自然の中で本物の自然や自然物に直に触れる機会があること
4)状況を把握し,支援ができる指導者が介在すること
教育効果に及ぼす要因として特に指摘されているのが,この指導者の介在,も しくは指導者の指導
力,指導方法である。同じようなプログラムを有したキャンプを対象にした実証的な研究結果を比較
しても教育効果のあらわれ方はさまざまである。現在,指導者がキャンプなどに参加 した青少年のパー
ソナ リテ・イーを どのよ うに認知 して いるか,あ るいは,参 加者は指導者か らどのよ うな影響 を受けて
いるかなど,指導者と参加者の研究が始められている。とくに,不登校児やさまざまな心理的障害を
かかえた青少年を対象としたキャンプなどが増えるにつれ,これらの新しい視点からの研究が注目さ
れている。しか し,まだ研究が始 まった ばか りであ り,事例も少な く明確な結果 は得 られていな い。自
然体験活動の現場では,学校教育における指導要領のようにその指導内容や指導方法が明確に規定さ
れている訳ではなく,さまざまな指導法が用いられている。しかし,最近その指導法に一つの傾向が
.
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認め られるようにな って きている。体験学習法 と呼ばれている指導法がそれで ある。
そこで,昨年の特別研究では,現在日本の野外教育現場で多く用いられている体験学習法という指
導方法に着目して研究を進めた。
2我 が国の野外教育における指導法について
ここで取 り上げている 「体験学習法」とは,自 然体験活動の指導法の一一つ で,お もに社会教育分野
や民間の野外教育現場等で用いられている用語や指導法を対象としたものであり,いわゆる学校教育
現場で用いられている 「体験的な学習」あるいは 「体験学習」とは若干異なった意味と内容を含んで
いるものである。
平成11年6月 の生涯学 習審議会答申 「生活体験 ・自然体験が 日本の子 どもの心をは ぐくむ」で は,
現代の子ども達に生活体験 ・自然体験の機会を広げるためのさまざまな具体的提案をしている。その
中で,「子 どもたちの生きる力は,さ まざまな体験や活動を通 して,子 どもたちが主体的に考え,試 行
錯誤 しなが ら自 ら解決策を見いだしてい くプロセスにお いてこそは ぐくまれるもの」とし,体験の 中
で試行錯誤していくプロセスがきわめて重要であることが述べられている。文部省生涯学習局が 「全
国こどもプラン]の政策の中で展開している 「こども長期自然体験村」(農林水産省との連携事業で2
週間程度の長期自然体験を提供)をはじめとして,現在,全国各地でさまざまな自然体験活動が提供
されるようになってきている。青少年のための活動が長期化するにつれて,先に述べた試行錯誤しな
がら自ら解決策を見いだすプロセスをそれぞれの体験活動の中でどのように指導していくかが課題と
な り,そのための手法の一つ として,「体験学習法 」とか 「体験学習指導法」とよばれて いる指導法が
注目されるようになってきている。本報告書では,これら体験学習法と呼ばれる指導法がなぜいま注
目を浴 びているのか,ま たそれが現場で どのように用い られているのか,さ らには,体 験学習法の課
題等について検討 した。
我が国における青少年のための自然体験活動の振興については,平成8年7月に報告書 「青少年の
野外教育の充実 について」が提出されて以来,翌9年 には,第一回 「野外教育全国フォー ラム」や 「野
外教育体験 月間」のスター ト,日本野外教育学会の設立,10年には 「こころのふるさと村1と して1ヶ
月の長期 自然体験 プログラムの実施,11年6月 には,生 涯学習R$会 が 「生活体験 ・自然体験が 日本
の子どもの心をはぐくむ」を答申 し,同 じ11年 の夏には2週 間にわたる 「長期自然体験村」が全国
約50カ所でスタ「 トするなど,青少年の自然体験活動が全国的な規模で展Pされるようになってきて
い る 。
特 に,平 成11年6月 の生涯学習審議会の答 申 「生活体験 ・自然体験が 日本 の子 どもの心 をは ぐく
む」では,現代の子ども達に生活体験 ・自然体験の機会を広げるためのさまざまな具体的提案をして
いる。その中で,「子 どもたちの生 きる力は,さ まざまな体験や活動を通して,子 どもたちが主体的に
考え,試行錯誤 しなが ら自ら解 決策 を見 いだ して いくプロセスにおいてこそはぐくまれ るもの」とし,
体験の中で試行錯誤していくプロセスがきわめて重要であることが述べられている。全国各地でさま
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ざまな自然体験活動が提供されるようになるにつれ,この自ら解決策を見いだすプロセスをそれぞれ
の体験活動の中でどのように指導していくかが課題となり,現場でもさまざまな指導法が試みられる
ようになってきて いる。
中で も,こ こ数年,現 場で数多 く用 いられているのが,「体験学習法Jと か 「体験学習指導法」とよ
ばれている指導法である。これ らの指導法の特徴 は,体 験の後,い わゆる 「わかちあい」や 「ふ りか
えり」等の機会を設けることによ り,参加者ひと りひと りが体験 したプロセスに注 目し,それぞれの
参加者の体験から様々なことを抽出し,それによって各個人の学びを促し,活動を体験した後の各自
の行動化や 日常化 をはかる ことを目的と している点である。
3体 験学習法について
との手法 は,アメ リカのお もに行動心理学の人間関係 トV_.ニングの分野 において1940年代後半よ
り発展 して きた手法である。この指導法を取 り入れた事例としては,冒険学校 として知 られるOBS(ア
ウ トワー ド・バウ ン ド・スクール1962年設立)が1976年か ら積極的にこの手法を取 り入れて指導が
電
行われた ことが報告されている。それがやがて多 くの野外教育分野で用 い られ るようにな り,我が国
の野外教育分野でも現在広まりつつある。我が国で体験学齢 去を用いた指導が,自然体験活動の中で
用いられるようになったのは比較的最近のことであり,それまで体験学習法は企業研修などの主に人
間関係 トレーニングの中で取 り扱われることが多 く,自然体験活動の現場ではあま り用いられていな
かった。'それ以前は,い わゆるグルー プワーク トレーニングを進め るための手法 として使われていた
が,自然体験活動全体を通じてこの体験学習法の手法を用いて指導にあたった事例はほとんどみられ
な い。
体験学習法は,それぞれの自然体験活動で得られたものを有効に引き出すための手法であり,多く
の組織や団体によ って用い られている。個人の体験 を学習の循環過程にあてはめて,そ れぞれの段階
において,指 導者が適 切な介入を してい く指導法である。学習循環過程 と呼 ばれて いるものには,さ
まざまなものがあ るが,以 下その代表的な例を二つあげる。
1)体 験す る(Experience)DOやって み る
2)指 摘 す る(ldentifying)LOOK観て み る
3)分 析 す る(Analyzing)THINK考え てみ る
4)概 念化 す る(Hypothesizing)PLANまた はCROWま とめ る,次 を考 えて み る
この例は,学 習を4段 階の循環過程 としてとらえてお り,以下の例では5段 階の循環過程 として と
らえて い る。
1)体 験す る(Experiencing):認識 すzこ と,考 え る ζと,感 じるこ と,欲 す る こと,行 動 す る こ
とのさまざまなモー ドにおいて個々人のデータを生み 出す こと。
2)わ か ちあ う(sharing):経験 か ら生み 出 され た デー タ を報 告す る こ と。
3)解 釈す る(interpreting):個人 や グル ー プの両 者か ら出て きた データ の意味 を 明 らか にす る こと。
4)一 般化する{Generahzing):そのデータか ら検証可能な仮説や抽象概念 に発展 させること。
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5)応 用す る(Applyin幻:これ らの概 念化 した もの を新 しい状況でいかに検 証す るか を理解 した
り,ま た は計画する ことによ って,現 在か ら未来への橋渡 しをする こと。
体験学習法は,現在さまざまな分野で用いられている。先に述べた人間関係 トレーニング分野や冒
険教育分野,各種の研修会はもとより,最近では,環境教育分野,野 外教育分野,学校教育等の分野
でも用い られ,多 くの指導者 に支持 を得てい る。OBS(アウ トワー ドバウン ドスクール)やPA(プ ロ
ジェク トア ドベ ンチャー3などでは,フ ァシリテ一 夕ー と呼ばれる指導 者が,そ れぞれの体験 を通 して
意図的にこの体験学習過程を用いなが ら,参加者にさまざまな 「気づき」を促す ことで効果的をあげ
ている。特に青少年を対象とした2週 間程度の長期キャンプ等でもこの手法が用いられるようになっ
て い る。
しかし,全ての活動にあてはめようとすると無理を生ずる場合も多々あろう。特に青少年を対象にし
たキャンプなどの野外活動場面では,ある状況を無理に学習サイクルの中に押 し込めるのではなく,対
象とする青少年の個々人やグループが学習サイクルのどのプロセスに位置しているかを的確に判断し,
それに応 じた,時 には言葉かけによ りサポー トで あった り,時 には感想 を聞 くフィー ドバ ックで あっ
た り,グ ル ープデ ィスカ ッションによるふ りかえ りといった柔軟な対応が要求 されよう。
4体 験学習法の普及要因
この体験学習法と呼ばれる手法が近年現場で盛んに用いられるようになった要因としてはいくっか
の点 をあげ ることができよ う。
第一の要因として,我が国における自然体験活動の長期化とそれに伴う指導方法の変化,それまで
の指導方法への反省等が あげ られ よう。昭和63年 にス ター トした10泊11日 の フロ ンテイ アアヂ
ベンチャー事業をはじめ,我が国の青少年を対象とした 自然体験活動は長期化の傾向にある。長期に
わたる自然体験活動の指導では,活動そのもの指導も重要であるが,日 々の中での生活の指導も重要
となって くる。自然体験活動は,も とよ り参加者の直接体験 をきわめて重要視するが,従 来の短期 の'
自然体験活動では,ややもするとただ単に体験をさせるだけ,あ るいは,体験の機会を提供するだけ
で終わり,あとは参加する側にまかせきりという場合が多く,体験それ自体は非常に意味のあること
であるが,指導する側が個々に体験されたことをどう評価していくかと言う点においては,従来の指
導法では不十分な点があったため,そこか ら生まれた反省の現れがこのような現象となって生じてき
たと言 うことがで きよ う。
第:二の要因 としては,中 央教育審議会答申で述 べ られて いる,「生きる力」や 「ゆ とり」,さ昏には,
生涯学習審議会答申で述べられている 「試行錯誤していくプロセスの重要性」の影響が大きいと言え
よ う。
{生きる力」や 「ゆとり」「試行錯誤のプロセス」といった個人の内面性に深 くかかわる体験活動の
重要性に目を向けた場合,これまでの指導法では個人の内面性に体験がどのような影響を及ぼしてい
るのか といった点までは充分に知ることは難 しいことであった。我が国における青少年の自然体験活
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動では,これまで,対象としての自然や結果としての体験に目が向けられがちであったが,こ どもの
「生 きる力」や 「ゆと り」「試行錯誤の プロセス」が取 りざたされる中で,参 加 する本人,す なわ ち自
然体験の主体者の意識やこころに目が向けられ始めたことか ら本人の体験を深く振り返る機会を設け,
その意識を取 り出す手法を持つこの体験学習法に注Flが集まっていると言えよう。これにはまた,現
在教育現場ですすめられているf教え,教 えられるという関係か ら,ともに学ぶ,学 びを支援する関
係へ」という教育改革の動きも影響を及ぼしているものと考えられる。
第三の要因としては,体験学習法が 「かかわりあい」について学ぶにはきわめて有効な手法である
ことがあげられよう。野外教育の目標やね らいの多 くは,直接の体験活動を通 して,人 と人,人 と社
会,人 と自然環境とのかかわ りあいについて学んだり,それらに対す る認識を新たにすることを重要
視している。fかかわ りあい」を学ぶ手法として体験学習法を見た場合,体験学習法では,個人とそれ
をとりまく人や社会,自 然環境とのかかわ りを 「体験された個人の意識」として 「ふ りかえり」など
を通して取 り上げる場合が多いため,各 自の体験が強 く記憶に残 り,それがまた,個 人の行動化や 日
常化に対して有効に作用することなどから,体験学習法が注目されているのではないか と思われる。
これらの要因の他,参加者がお互いに共有 した体験を 「ふ りあえり」などを通 して個人の思いとし
て表現 した り,語 り合 った りする ことが,現 代社会 で失 われつつある人 と人 とのつなが りや,こ ころ
の通い合いといった,真の意味でのコミュニケー ションの成立や醸成に影響を及ぼしていることなど
が考え られ る。
各地で用いられているこれら体験学習法の現象や実態を眺めると,「個人あるいは集団での体験をよ
り意義ある体験に変えていくためには,体験学習法と呼ばれる指導方法がきわめて有効である」と,多
くの現場で評価されているということの表れともとることができよう。
5概 念の整理
体験学習法 では,個 人の 「体験」や 「経験 」,個人 の 「気 づ き」や 「ふ りかえ り」 といった、きわめ
て哲学的あるいは個別的側面を扱うため,研 究をすすめる上で基本的な概念の整理が必要となった。
体験と経験については,古来よりさまざまなとらえ方があり,それぞれの哲学者の立場によって微妙
に異なっている。体験学習法における体験のとらえ方は,主体の側の意識に重きを置く点で,ど ちら
かといえば,現象学的なとらえ方に近いと思われる。野外活動などの指導では,あ る活動を体験 した
後のふ りか え り等 で,参 加者 に,自 分や仲間,自 然,あ るいは,活 動 自体 に対 して 「どう思 ったか」と
いう質商,すなわち,「個人 のある対 象へ のか かわ りに対 する意識」を取 り上げ る ことが多 くな るので,
ここで は,体 験 と意 識の関係を このよ うにとらえる ことと した。
いずれち個人に関わる深遠な課題を含んでお り,簡単に定義付けや整理を行うことは困難であるが,こ
こでは,自 然体験 にお ける個人 と社会や 自然 との 「かかわ り」と τ気づ き」の関係,個 人の 「意識」と
「体験」,「体験 と経験 」 について は,基 本的 には以下 のように概 念の整理 を試み た。
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「かかわ り」 と 「気づ き」
いわゆる環境教育的な自然体験活動であろうと,あるいは冒険的,野外活動的な自然体験活動あろ
うと,指導者が参加 者に提供しよ うとして いるものは,いずれも 「参加者 にとって意味のある体験」で
ある。そ してその意味のあ る体験 を効 果的 に引き出す ものの一つに 「気づき」があるとと らえた。
すなわち,人 が,人 あるいは 自然物や社会とかかわ り,何 かを学ぶ ときに,そ の学び を最 も強 くう
ながす ものが,各 人の気づ きによって もた らされ る何かだか らである。自分 と自分 自身,自 分 と人 と
のかかわ り,人 同士のかかわ りあい,地 域や社会,環 境 とのかかわ りあいな ど,す べて は,本 人が ど
ようにかかわっているか,あ るいはかかわろうとして いたのかな ど,そ れ らの 「かかわ り」に対す る
本人のf意 識」に 「気づ く」ことか らすべてがは じまる。 どのかかわ りあいを重要視す るかは,活 動
の主催者,団 体,組 織 によって も微妙に異なって くる。 自分 とのかかわ りあいを重視す ると ころ,環
境 とのかかわ りあいを重視するところ,人 同士のかかわ りあいを重視するところな ど,さ まざまであ
る 。
また,か かわ りについて学び,自 らの気づきを促すためには,自 分のかかわ りにつ いて どのような
アプ ローチで このかかわ りをとらえて いくかがきわめて重要 となる。
自然体験活動では,対象としての自然そのものについて,科学的分析的にとらえる科学的見方もき
わめて重要ではあるが,これは一面的な見方でしかないことを充分承知しておく必要があろう。自然
体験活動では,いわゆる対象物として自然を見たり,自然に触れたりする機会が多いが,対象だけを
見たり,あるいは対象を科学的分析的にとらえるだけでは,そのものが持っている本質を見誤る可能
性が大 きいことに注意すべ きであろう。
対象 とは,常 に人によって 「意識 されているもの」であるか ら,そ の 「意 識 して いる側」 としての
人を逆に対象としてとらえる目も要求される。参画型学習とか,体験学習が今改めて注目されている
のは,この意識している側の立場に立った学習によって多くの気づきが参加者に自発的に生じる点に
あ る。
「意識 と対 象」,「体験 と経験」
ここでは,体 験 をこのような意識 と対象とのや りと りとして とらえた。この対 象に対 して持たれた
意識 を認識と呼んでも差 し支えないであろう。この意識 と対象のや りと りは一回…回,回 数 を重ね る
ごとに常にスパイ ラル的 に発展過程をた どって いく。この一回一回のスパイ ラルを人は 「体験」とし
て感 じ,そ の体験か ら得 られたもの ごとを 「経験」として とらえて いく。試行錯誤 しなが ら自ら解決
策を見いだしていくプロセスとは,このような意識と対象とのやり取りが体験から経験へと発雁して
いく過程 とと らえる ことができる。この体験が経験へと発展 して いくため には,こ のスパ イ ラルの ど
こかに個人の 「自発的気づき」がな くて はな らな い。従来の自然体験活動では,こ の 「自発 的気づき」
を参加者に促すことなく,ただ体験を提供しただけで終わらせてしまうことも多かったように思われ
る 。
気づきを経て経験にするか,ただ何度も体験だけを重ねていくかにはおおきな違いがあろう。多く
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の体験学習でプロセッシングとか,ふ りかえり,わかちあいを重視 しているのは,この体験をいわゆ
る体験だけに終わらせるのではな く,気づきを通すことによって始めて,よ り確固たる 「個人的に経
験されたもの」へと移行させていくことができると考えられているか らである。その意味においては,
体験学習法 とは,体験された本人の意識を気づかせるための一つの手法,あ るいは,体験の奥に隠さ
れた本人の意識を抽出するための手段ととらえることも可能であろう。
6自 然体験活動と体験学習法
体験の中には,指導者が気づきへのうなが しを意図していな くても参加者 自らがその体験 自体か ら
気づきを獲得するケースも多々あろう。特にその体験が個人自身の,あ るいは,生物として本来 もっ
ている生存本能,た とえば,恐怖心や苦痛,暑 さ寒さ,渇きや飢え,孤独感など,それぞれに強烈に
訴える体験であったような場合,体験それ 自体か ら参加者がおのずと気づきを促される場合も充分考
えられる。たとえば,活動の途中で,突 然の落雷の恐怖にさらされるなど,あ らかじめ指導者が構成
的に考えていた指導内容をすすめていく最 中にこのようなインパク トの強い体験が個人にもた らされ
1
た場合,そ の体験をどう扱うかは重要な問題となって こよう。
したがって,体 験 を提供す る場合 には,た だ単に,体 験 する,わ かちあ う,解 釈す る,一 般化 す る,
応用する,と いった,い わゆるf学習サイクル」を用いて参加者の体験 と向き合うことで良しとする
だけではなく,状況に応じてその使い分けも必要となってこよう。
たとえば,全ての年令に適 した共通のふ りかえり方法が可能であるかどうか。あるいは,自然状況
の急変等に直面した場面での各自の体験 をどう抽出 し,それをどう評価していくべきか,手順 として
の手法はどこまで守るべきかといった点,これらについては明確な結論を導き出すには至らず,これ
らをさらに明らかにしていくことが今後の課題として残された。以下,残された課題について若干触
れてお く。
7体 験の言語化の問題
体験学習法では,個人が体験 したことを意識化させ,それを言語化 させることでさまざまな理解や
学びへと導いていくが,言語化が全てではないということも理解しておく必要があろう。特 に自然体
験活動では,「身体でわかること」や 「言語化 しにくい体験」というものもが数多 くあるように思われ
る。特に参加者が低年齢の場合,自分の体験を言語化 した り概念化 したりす ることが困難な場合も多
くあろう。このような場合,無理に参加者の体験 を学習サイクルに取 り込み指導を進めようとすると,
幽
参加者自身が体験を通 して抱いた楽しさや面白さ,興 味などを奪い去ることにもな りかねない。
野外の場面では,学習の循環過程が意図的,構成的に進んでいかない場合が多 く,たまたま発生す
る偶発的出来事やハプニングに影響を受けることがよくある。たとえば,ハイキング活動の途中で,突
然の落雷の恐怖にさらされるなど,あらかじめ指導者が構成的に考えていた指導内容をすすめていく
最中にこのようなインパク トの強い体験が個人にもたらされた場合,その体験をどう扱 うかは重要な
問題となってこよう。この場合,学習サイクルの過程としてはハイキングを題材に各自の学びを意図
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していたが,体験した個人にとってはカミナリの方がよ り強い体験となっている。このような場合に
は,指導者が気づきへのうながしを意図していなくても参加者自らがその体験自体か ら気づきを獲得
するケース も多々あろ う。特 にその体験 が個人 自身の,あ るいは,生 物 として本来 もっている生存本
能,た とえば,恐 怖心 や苦痛,暑 さ寒 さ,渇 きや飢 え,孤 独感な ど,そ れぞれ に強烈に訴える体験で
あったような場合,体験それ自体か ら参加者がおのずと気づきを促される場合も充分考え られる。
優れた指導者は,体験学習法を意図していなくても活動の最中に巧みな言葉かけで,知 らず知 らず
のうちに参加者自らの気づきやふ りかえりを促 していく場合が多くみられることも事実である。活動
の休憩時間などにみ られる指導者か らのちょっとした言葉かけがそれである。自然体験活動では,「今
ここで」の言葉かけが,本 人にとってきわめて重要な場合が多い。体験学習法の構成的な部分のみに
目を奪われると,この自然発生的な学習サイクルのチャンスを見逃すことにもなろう。そのためにも
体験学習法を理解 し,それを動きのある現場の中で応用できる能力が要求される。教師に要求される
学習 支援者 と しての能 力や野外で要求 され る'ファシリテー ション能 力 とは,こ の現場 で起 こって いる
プロセスの流れを読む能力である。自然体験活動では,指導のためのハー ドスキルも重要であるが,指
導者が体験学習法的な手法や見方(ソ フトスキル)を もっている場合とそうでない場合には,その搬
導内容 と効果の違 いには大きな差が あ らわれるよ う。ただ単 に,体験す る,わ かちあ う,解釈す る,一
般化する.,応用 する,と いった,い わ ゆる 「学 習サイ クル」を用 いて参加者の体験 と向 き合 うことで
良しとするだけではなく,状況に応 じたその使い分けが 自然体験活動の指導者には求められている。
ふりかえりをどう行 うか,あ るいは,個人の体験をどう抽出するかには依然様々な課題が残されて
いる。言語化はそのための一つの表現手段であり,ほかにも様々な表現手段が考えられよう。心理療
法などの分野では言語化以外にも,た とえば,絵にして表現 した り,箱庭を制作することで心の内面
を表に出すなどこれまでにも様々な手法が開発されている。自然体験活動の分野においても,今後さ
まざまなふりかえりの手法を開発 していく必要があろう。また,このようにして表現されたものを指
導者がどう解釈 し,ど う対処するか といった点についても今後検討の余地が残されている。
8自 然体験活動と体験学習法の関係
自然体験活動を進める上で,青少年が主体的に学んだ り問題を解決するにはプロセスや試行錯誤を
重要視する体験学習法がきわめて有効である。しか し,すべての自然体験活動イコール体験学習法で
はないことも銘記 しておきたい。同時に,自然体験活動にとって有効なこの手法も,その指導法や運
用法 を誤 ると,体 験 す ることの意 味その ものを見失 うばか りか,や や もす ると,そ の手法 としての手
願を形式的に踏むだけの誤った指導法が今後広まっていくおそれも充分に考えられるのではないかと
いう危惧も抱かざるを得なかった点についても触れておきたい。参加者ひとりひとりの体験る試行錯
誤を意味ある体験とするためには,体験したことを意識化することが重要であるが,それらはややも
すると個人として体験されたきわめて主観的あるいは思いこみの強い体験 ということもできよう。
体験学習法を理解 した指導者が介在 し,場面に応 じた適切なふ りかえりや分かち合いが持たれるこ
とにより,それら個人的に意識された体験がはじめて;よ り客観性を帯びた認識ぺと変化 し,さらに
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は日常化や行動化へと発展していくことが期待できる。その意味においても体験学習法を用いる場合
には,この手法の正しい理解と場に応じた有効な運用が望まれる。
9現 代社会と野外教育
言うまでもなく,我々人類社会の文明は,環境としての自然をできるだけ身の回りか ら排除 コン
トロールす るところか らスター トした。火はもちろんの こと,道 具,衣 服,住 居とい った,さ まざま
な人工物 を作る ことによ り徐々に生活のなかか ら自然を排除していった。と同時 に,動 物 として のヒ
トが備えている欲望や暴力性といった人間の内部環境としての自然性をも掟や習慣,制度,あるいは
儀式やマナー といった物としてはあらわれない,シ ンボル化 された人工物を作 ることによってコン ト
ロールしていったと思われる。かくして外部環境としても内部環境としても多くの人工物が増え続け
てきた。 しか し,そ れで もまだ,数 万年,あ るいは数十万年の問は,人 々の生活のまわ りには環境 と
しての自然はもとより,内部環境としての内的自然性も豊富に存在 し続けていたように思われる。
この環境としての自然と人工物,あるいは内部環境としての人間の自然性と具象化された人工物と
塾
のバランスが徐々に崩れ始めていったのは,いわゆる科学が発達し始めた頃から,特に西欧社会で近
代科学が著しく発達し,人々の生活のなかから環境としての自然が後退し始めた頃からその傾向は著:
しくなって いったよ うに思われる。ヒトが人間 として成 長 していくためには,こ れらをバ ランスよ く
発達させていくことが求められる。野外教育は,現代社会や現代の学校教育,家庭,地域社会で失わ
れっつある入間性のバ ランスを回復させる作用 をもっているといってよいであろう。
野外教育というフィルターを通して現代の社会を眺めてみると,現代の社会は人工と自然との対立
関係としてとらえることが可能ではなかろうか。この人工と自然の対立関係はさまざまな用語の対立
関係に置 き換えることも可能であろう。
間接体験 と直接体験,客 観 と主観,知 識と理解,理 性 と感情,精 神 と肉体,ロ ゴス とパ トス,自 然
科学 と文化,宗 教,芸 術,な ど,こ れ らの言葉はすべて人間の内部 にお ける人工と自然の関係が言葉
にな って表出 した もの として とらえることがで きよ う。あるいは これ らをひとまとめ にして,マ イケ
ル ・ポラソニーのいう形式知 と暗黙知の対立 と置き換えることも可能 であろう。言うまで もな く,人
間が人間として生きていくためにはこの両者がバランス良く保たれている必要があるが,われわれ人
類が選択してきたこの近代科学の道では,ややもすると,この対の言葉の前者が常に優先され,後者
はいつも二の次 として取 り扱われて きたのではな いか。
後者はいわば近代科学社会が残 してきた,あるいは置き忘れてきたものとして考えることができる
し,逆に言えば自然の中での体験活動や野外教育は,こ うして忘れ去 られてきたもの,すなわち外部
環境,内 部環境 としての自然を現代社会 において取 り戻す唯一の切札であるということもで きよ う。
ただし,この二項対立的なとらえ方 には,危険性 も含 まれて いるO野外教育では,こ の暗黙知的,あ
るいは経験主義的なものを重要視する傾向があるが,過度の傾倒は,戦後まもなく学校教育現場で行
われた,経験主義教育と系統主義教育との対立を再び生じさせる危険性も含まれている。当時の学校
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における体験学習が 「這い回 る経験主義」として批判されやがて消滅 していったのは,こ の両者の関
係性 を抜きにして,極端な経験主義に走 り,系統的学習を排除した ことにもよる。この両者の関係は,
二者択一的にとらえるのではなく,い わば濃いか薄いか といった常に関係性が保たれて いるもの,す
なわちグラデー ションのような関係にあるととらえるべきであろう。
自然環境の中で,さ まざまな活動に従事 している青少年は,時 として,我 を忘れるとか,無 我夢 中
という忘我状態で活動 に没頭す る。われわれ も経験のあることである。野外教育で扱う活動 にはこの
ような個人を熱中させる という特徴 も有 している。このよ うな状態は,心理学的な視点で眺めると,自
分本来の姿で ある自己(Se}f)の状態が 出現した状態 ととる ことができよう。一方,こ れに対して,日
常生活での自分は,社 会的自己,い わゆる社会から受ける規制やまわ りの状況に合わせた自分,自 我
(Ego,こう見せたい自分)で 過 ごす時間である。人間は,生 まれたばか りは自己そのものの存在であ
るが,成 長す るにつれて社会に適応するための社会的 自我 を身につけていく。そこでは,ま わりか ら
の期待や要望,社 会的規制,自 己規制などが働き,生 き生きとした状態で過 ごす ことがむずかしいこ
とも多々生じてくる。一般 に,入 はこの自己と自我の間の関係を上手に行き来す ることを学びなが ら
成長 していくが,まわりか らの過大な期待など自我の部分が極端に強調されすぎた り,幼少の頃か ら,
自己の部分 を押さえて,あまりにも自我の形成を極端 に強 くしすぎると,自己の表現が うまくいかず,
ス トレスが強 くな り,あ る時,極 端な形で自己を表現する恐れが出て くると言われている。現代社会
を揺るがすような青少年犯罪が多発 しているが,な かで も,自 分の存在 を確認す るための 「自己確認
型」の犯罪が増えてきて いると言われて いる。
青少年にとっては,精 神的 にも身体的にも自然な成長を遂げる小学,中 学,高 校生という時期に,自
分のか らだとこころのなかの欲望 とか欲求をうまくコントロールすることが要求される年代である。こ
の時期にこどもたちが本来携えている内的自然性を無視した形で,知識や記憶といった間接体験や論
理性,す なわち,形 式知的な ものばか りを強調しすぎると,さ まざまな ところで歪みが生 じて くる恐
れがある。極端 に個性や自主性をコン トロール しすぎると,自 己の存在が物 としての存在 とな り,ア
イデンティティーが消失 し,そ の結果,他 者 との関係の中で自分 をとらえることができな くな り,そ
れが,自 己感の喪失へとつながって行 くのではないかと思われる。
かつてわれわれの祖先は,か らだとこころと頭脳を使い,生 きるため に道具を開発 し,自然環境の中
で 自らの身体 を動かす(労 働する)こ とによ り食料を手に入れ,さ らにそれ らを調理し,食 べること
で長 い間,健 康 と生命を維持 してきた。そ こでは,食 べて生きるという行為はもとより,自 分のか ら
だとこころと環境 とが常に意識されていた。しか し,コ ンピュータやイ ンターネッ トが発達 し町ほと
んどすべてがデジタルの世界 とな りつつある現在,食 料は智恵を絞った り,身体 を動か した りせずに
容易に手に入れることが可能であ り,また,そのために身体を使う必 要も無 くなっている。そ して,自
己感や生きるという意識も喪失する青少年が出はじめている。
最初に,野 外教育が青少年 に及ぼす効果につて述べたが,お そ らく,野外教育の中で行われ る活動
は,人 間が長い年 月をかけ,生 命を維持する中で培 ってきた,満 足感や生きる喜びを満たす ことと直
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接的な深い繋が りがあり,そのことが,達 成動機や有能感,自律心の向上など,青少年の自己感を満
たす ことにつなが ってい くためだと考 えられ る。
10直接体験と感性
知識の基盤となるのは直接体験であり,その直接体験で得たもの,感性として感じたものに価値を
感じることであるa感性のないところに価値観は生じ得ない。物事を価値的にとらえるとは,個人と
してどのような感性で物事をとらえるかであり,個人の感性が個性へと発展 していくように,民族と
しての感性の型が文化を生み出していく。自然に対する感性という観点か ら眺めれば,日本には,古
来から自然を見る独特の感性としての目があり,それが今も受け継がれている。
直接体験,あ るいは感性を抜きにした間接体験だけでは必ず行き詰まりがくることは,アメリカの
環境教育の例であき らかであ る。ア メリカでは,こ こ20年 ほ どの問に,ネ イテ ィブア メリカ ンの文
化やわれわれ東洋人の文化における自然の認識方法を参考にさまざまな感性教育プログラムを開発し
て いる 。
昌
周知のようにアメリカでは環境教育がいち早く叫ばれ,地球環境や生活環境を守るための教育がさ
まざまな形で展開され,め ざましい発展を遂げてきた。その中心となっているものは,食物連鎖やエ
ネルギーの循環,生物としての人間の位置付けなど,我々の環境をいわば生態学的な見地から眺める
という方法 である。 しか し現在,'この見方 あるいは方法 に変化 があ らわれて いる。きっかけとな って
いるのは,間接的な知識だけでは環境は守れないという反省からである。現在盛んに行なわれている
方法は,こ どもたちにもつと直接自然に触れさせ,自然への感性 を高め,そのあとで塩煎学的な見方
で環境 を考 えさせ よ うという方法である。感性 を高 め,そ の感性で とらえ られた自然は,当 然,美 し
いもの,あ るいは大切な もの という価値意識 に変わ り,そ こか ら大切な ものを守 ろうとい う行動化へ
と発展 してい くか らである。ネイ チャーゲームやアースエデュケー シ ョン,プ ロジェク トワイル ドな
ど,身体に備わっている五感を使いなが らまず直接自然を肌ナ感 じ取り,そのあとで環境について話
し合う教育が今アメリカでは盛んに行なわれている。
科学的に自然をとらえる認識方法が発達 している西洋文化の中で,いま環境教育の基盤として盛ん
に東洋的な自然を見る目を青少年に伝えようとしている。自然をロゴスのレベルでとらえることによ
り自然科学を発達させてきた西洋が,自然をパ トスのレベルでとらえることにより感性を発達させて
きた東洋に今日を向けているのは興味深いことである。
野外教育の基本は直接体験であるが,大切なことは,その直接体験を通 して得 られる自然を価値あ
るものとしてどう意識のレベルに持ち上げていくかという点である。花の美しさを言葉で論じるのは
難 しい。美は受手のがわの感性の問題だか らであ り,誰でもが感じられる絶対美が存在しているわけ
ではな いか らである。「……という名の花が ある」とは学べばだれ にで も言 えるが 「美 しい花が咲いて
いる」と,誰 で もが言え るわけではな い。見よ うと思わなければ見 えない し,目 には映 っているもの
.の実際 には見ていないものが この 世には数限 りな く存在 している。見 えるか どうか,見 よ うとするか
P
どうかは個人の感性の問題であり,この感性は教科書だけでは身につけることのできないものであろ
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う 。野外教育が教科書では教えにくい直接体験を重要視するのはまさにこの点であり,ここに,野外
教育の意義 と可能性,魅 力が秘め られて いる。
自然体験活動を通して現代の青少年の指導にあたる場合,ただ単に自然の中での活動として野外活
動をおわ らせるのではな く,そ れぞれの活動 を野外教育 としての観点か ら眺め,自 然 のもつ意味,自
然の中での共同生活のもつ意味を充分吟味したうえで,その活動に適した指導法を用いていくことが
求め られている。
本報告の一部は,筆者らがまとめた文部省委嘱調査研究報告書 「自然体験活動における体験学習法」
(2000年3月)の 中で も用 い て い る。
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